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　　　　　　　　　　 1 は じめ に

破砕お よび粒 度調 整の み で製造 した再生骨材を用い る と、
コ ン ク リートの 凍結融解に対 する抵抗性は低下 し易く、特に

原 ＝ ン ク リ
ー

トが No ．AE コ ン ク リートの 場合 に は 、そ の 低下

の 程 度 は大 きい と報 告 され て い る
1）。

　本 研 究で は、低品質再生粗骨材を用い た コ ン ク リ
ートの 耐

凍害性 の 改善を 目的 と して 、骨材中へ耐寒剤をあ らか じめ吸

収 させ て お く方法の 効果につ い て 検討 し属 また、人工 軽量

骨材 コ ン ク リ
ー

トにつ い て も実験を行い 、その 改善効果の 得

られ る限界 につ い て検討 した結果につ い て も報告す る。

　　　　　　　　　　 2 実験概要

2 ．1　凍結融解試 験

　 コ ン ク リ
ー

トの 水セ メ ン ト比 お よび空気量は、それ ぞれ

55％お よび 4．0± 0．5％ と一定に した。ま た、凍結融解試験は

JIS　A 　1148に 準 じて行 っ た 。

2 ．2　再生粗骨材の 製造方法および耐寒剤吸収処理方法

　原 コ ン ク リートの 製造に使用 した材料は、普通 ボル トラン

ドセ メ ン ト、鬼怒川産川 砂 （密 度 2．5991enli、吸水 率 2．SO％ ）

お よび 山梨産砕石 で ある。原 コ ン ク リ
ー

トの 製造で は、水セ

メ ン ト比が 刃 ％で の プ レーン コ ン ク リートを板の 上 に ばらま

い た だ けで、締固め は一切行 わず また シ ート養 生な ども
一
切

行わ なか っ た。これは、均 しコ ン ク リ
ートや土間コ ン ク リ

ー

トの よ うに極低 品質な コ ン ク リートも混入す る こ とを想定 し

た ため で ある。1 回目の 再生粗骨材 （Rl）の 製造方法は、材

齢 28 日の 原 コ ン ク リ
ー

トを ジ ョ
ー

ク ラ ッ シ ャ で
一
次破砕 し

た だけ の もの か ら、ふ るい 分 けに よ っ て 5  以 上 20  未

満 の もの を 取 り出す方法 と した。2 回 目の 再生 粗骨 材 磁 ）

は、R1 に川砂を加えた 水セ メン ト比 70％の プ レーン コ ン ク

リ
ー

トを ジョ
ーク ラ ッ シ ャ で破砕 し、同 じくふ るい 分けに よ

っ て製造 した 。 再生粗骨材お よび 比較 の ため に用い た砕石 と

人 工軽量粗骨材の 物理的性 質は、Table1に示す 通 りであ る。

　実験 で は、低品 質粗骨材中の 水分 の 凍結 を抑制する こ とを

目的 と して、凍結温度が 30℃ と低い N 社製の 無機質窒素化合

物を主成分 と した 而儻 剤 を使用 した
。 耐寒剤の 吸収処理 方法

は、骨材 を耐寒 剤に 1時間浸潰 し、コ ン ク リ
ートの 練混ぜ直

前 に ざるの 上に 引き上 げて余分な水 分を切っ た後使用す る方

法と した。今回の 実験で行 っ た粗骨材の 処理 方法は、Table2
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に示 す通 りで ある。なお 、軽量粗骨材では、減圧 下におい て

溶液 を吸収 させ る方法 に つ い て も実験 を行 っ た。

　　　　　　　　3 実験結果お よ び考察

　粗骨材の 吸収方法 が 再生 骨材 コ ン ク リ
ートの 凍結融解抵抗

性に及 ぼす影 響 は、Fig．1 に示す通 りで ある．水中に 1時間

浸漬 した再 生骨材 コ ン ク リ
ー

トは、バ ージン 骨材を用 い た コ

ン ク リ
ー

トと あま り差を示 さなか っ た が、凍結融 解サ イ クル

が増す と急激に劣化 す る傾向に あっ た。しか し、再生 粗骨材

中に 耐寒剤吸収処理 を行 っ た場合は、吸収させ る耐寒剤溶液

濃 度 が高い 程、凍結 融解に 対す る抵抗性 は 向上する 傾向に あ

っ た。そ して 、その 濃度が 100％ の 場 合には、600サイ クル で

80％以上の 相対 動 弾性係 数 を示 し、著 しく良好 な結果 を示 し

た 。 これ は、再 生骨材の 空 隙に凍結温度の 低い 耐寒剤を吸収

させ る こ とに よ っ て、水分の 凍結膨 張圧 に よっ て 骨材自身が

劣化す るの を抑制 で きたた め と考え られ る。また、コ ロ イ ダ

ル シ リカ溶 液吸 収処 理 と耐寒 剤吸 収処 理 を併用 した場合に は、

800サイクル で 80％ 以上 の 相対動弾性係数を示 してお り、良好

な天 然骨材を用い た 場合 と比較 して勝 る とも劣 らない 程 の 結

果 となっ 鶴 これ は、あ らか じめ吸収 させ た再生 粗骨材中の

シ リカ質が耐 寒剤 と反応 して ゲル 状に な る た め、骨材中に 吸

収 され た耐寒 剤が ！ e・一ス ト中に ほ と ん ど散逸 しなか っ た た め

と考え られ る。一
方、質量 減少率 は、耐寒 剤吸収処 理 を行 う

と若干 大き くなる傾向 を示 した。これ は、コ ン ク リ
ート表面

部か ら凍結する際に、耐寒剤溶液中の 水分が先に 凍結 しやす

くコ ン ク リ
ー

トの 中心 部の 自由水 中の 耐寒剤濃度が 高くな り、

表面部と中心部で膨張ひ ずみの 差が生 じたた め と考え られ る。

　粗骨材 の 吸収 方法 が軽 量骨材 コ ン ク リートの 凍結融解抵抗

性 に及 ぼす影響 は、Fig．2 に 示す通 りで ある。 人 工 軽量 骨材

に 耐寒剤お よび コ ロ イ ダル シ リカ吸収処理 を行っ た場 合は、

吸水改善の た めの 減圧 処理 の 有無に よ らず、水 を吸収させ た

もの に比べ 凍結融解作用に対する抵抗性は劣っ た。これは、

人工 軽量骨 材 はボ アサ イ ズ が大 きい ため、吸収 させ た耐寒 剤

がペ ー
ス ト中に分散 した た め と考えられ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 ま とめ

（1）練 混ぜ 直前 に 再生粗骨材中に 耐寒剤溶液を吸収させ る こ

　　とに よ っ て 、再生骨材 コ ン ク リートの 凍結融 解作 用 に対

　 す る抵抗性を向上 で きる。しか し、コ ン クリ
ー

トの 表面

　 劣化の 防止 には 効果が無い 可能性がある。ま た、再生粗

　 骨材に あ らか じめ シ リカ質を含ませ た後に耐寒剤溶液を

　 吸収 させ る こ とに よ っ て、凍結融解作用に 対す る抵抗性

　　をさらに 向上 で き る可 能性が ある。

（2）再生骨材 コ ン ク リ
ー

トの 耐凍害性改善方法 として 提案 し

　 た 耐寒剤吸収処 理方法は、人工 軽量骨材の よ うなボ ア サ

　 イ ズ の 大 きい もの に は適用 で きない 可能性が ある。
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Fig．1　Freezing　and 　thawing　test　results 　of　recycled

　 　 　 　 　 　 　 　aggregate 　COnCrete
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Fig2　Freezing　and　thawing　test　results 　of　artifical

　　　　　lightweight　aggregate 　Goncrete
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